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前橋に於ける脈動と脆風との関係の一例

前橋測候所 久保時夫 p 伊藤秀雄

4司
句

1.前橋に於ては最近二つの特異た脈動の例を経験した.~n-c'J は昭和 13

年 9月 1日関東地方を縦断し，群馬l際、東部を遁過せる磁風に依るものy もう

一つは同年 10月 21日房総沖を遅過した齢風に依るものである.雨者共に脈

動の拡幅は稀に見る大き友ものであっ7とが前者に比し後者は逢かに大きく且二

者の封照が判きりして居った。

二つ共一寸面白いム思ったので少しく調査した弐第である.前橋に於ける脈

動は規則的で柏捻り的の傾向を有してゐる.

使用したのはウヰーへノレト東西動p 南北動及上下動地震計の記象で批等の常

教は弐に掲げる.

週期 s 摩擦係数 mnl./s2 制振度 倍率

東西動 4.3 0.01 6 88 

南北動 ‘ 4.5 0.01 5 91 
上 i、勤 4.4 0.01 8 80 

2. 振幅及週期を譲み採らうとするのであるがとれには弐の二通りのやり方

，がある.

i) 各時刻附近で:振幅最も大たるものを採りその週期及それの属する一群の

千均の週期〈例へば5週期の千均〉を求めた.イ旦し振1隠は金振幅の牛分

をその週期に封ずる倍率で除したものである.

ji)各時刻前後各 5介問中の最大振幅の平均及共週期の平均を求めた.但し

振幅の意味は i)と同様である.

i)-の方法でも ii)の方法でも大韓同じ傾向を示す L，各成分共時間と共に振

幅の増加又は減少が同じ様左傾向をとってゐるから i)の方法で東西動のみを

とる事にする.

倫 9月1日尉風襲来嘗時その，極大時に於て東西動最も大きく 9p;程度之に

比し南北動は約 9割上下動は約 4割y 叉東西動が 4μ 程度の所では南北動は

某 7寄11，上下動は4割位にえにつてゐる.

その観測哀をヲえに掲げる.

( 91 ) 



策 1表 (1) 脈動観測表*

1938脈動 東西 南北 上下

(

G

M
〉

月一日 時分 (牛;振3幅) 
同週期 卒均週期

月 日 時分 (半;振C幅) 
同週期 平均週期

月 時フ〉 (宇J振C幅) 
同週期 平均週期

(秒〉
日

(秒〉 〈秒〉 (秒〕 〈秒〕 (秒〉

一 一
W2I 3~25 

h 】11 h .]11 h 日1

殆んど直 る事 一 グ グ グ 1/ グ なし 一
グ 26 5.00 1.0 3.6 一 グ グ 極微 グ グ 一 なし

其後同様 の y状態 を績け 28日夜よ り幾分現 はる
‘ 

グ 29 6.01 1.0 3.8 一 グ 1/ 極微 ← ー グ グ 。白、 なし

グ 7.52 市民 一 グ グ 18 6.0 一 'グ グ なし --. 

グ 7.汚4 3.5 6.0 6.0 /1 極微 -- グ グ なし 一
29--30 同、 様 t

グ グ も賞 一 四r30 一 殆んど 直線

30日 24時過よ 幾分振幅 を3曾す 31日 11時頃 より幾分 現はる

5.58 2.9 5.2 グ 31 6.15 1.0 4.6 
ーも

4.6 グ 31 5.2 

グ 11.57 2.6 5.2 ， 5.6 グ 11.与7 0.8 4.6 1/ . 
18.04 ゲ 18.09 4.3 4.6 グ 3.号 5.0 グ グ 31 16.01 1.4 4.4 

ゲ 19:01 5.8 4.8 グ 18.57 3.9 4.8 グ

グー 19.ヲG 5.8 4.8 グ グ 19.53 2.4 5.1 /1 ， 
ゲ .21.03 5.8 4.8 グ グ ~0.58 4.~ 4.7 、5.5 グ 20.59 1.7 4.3 

ゲ 21.58 6.0 4.5 /1 グ 22.03 4-.8 4.8 5.~ 1/ 22.11 2.0 4.2 
。 22J~'8 6，7 4.<) グ グ 22.号8 6.9 5.0 /1 グ 22.与3 2.5 4.'2 一



(。
ω，
)

ゲ 23.21 10.8 4.3 尽.0 グ 23:52 6.1 4.6 グ グ 23;59 3.9 4.2 グ

グ 23.59 8.0 4.3 5.0 

E 1 0.28 8.6 4.1 4.9 E 1 0.3，) 5.4 4;8 グ

グ 1.00 8.7 5.2 1/ グ ‘1.02 ~.6 5.0 グ E 1 0.57 2.9 4.5 

グ 2.05 8.7 5.2 // グ 1.20 7.8 43 δ.0 グ 2.m 2.4 3.8 

ゲ 3.02 8.7 4.3 4.8 // 2.03 6.3 5.0 グ グ 3.02 2.1 ' 3.3 

3.53 4.7 4.4 4.6 グ 2.59 4.0 5.0 グ グ 3.50 1.4 3.6 
Jノ

4.59 4.4 4.2 5.0 グ 3.汚5 3.1 4.6 グ λF 4.49 1.3 4.1 

グ 5.53 3.7 4.6 1/ グ 4.57 1.9 3.7 グ グ

グ 6.59 4.0 4.6 ノノ グ 6/Jl 2.ヨ 4.6 1/ グ 6.02 1.0 4.2 

グ '7.56 $.6 5.2 グ グ 6.06 2.0 4.0 グ グ 6.33 1.6 4.1 

1/ 1/ .グ グ グ 6‘59 '" 4.9 9.02 3.0 5.0 7.56 1.3 3.7 1.5 3.7 

10.01 2.2 4.2 グ ゲ 7.54・ O.U 4.0 グ グ 8.04 1.2 4.1 

11.03 2.2 に5.り品
グ グ 9.<;9 0.7 4.4 グ ヲY 8.59 0.9 3.9 

ゲ 12.02 2.0 4.3 グ // 10.G8 1.1 4.1 3.7 ゲ 12.01 0.6 3.8 

18.07 1.4 U内 .5 グ 12 I~f後 次第に 微となる 其後次 第に徽 となる

グ 23.58 0.9 3.S グ

其後次 '第に微 となる

台 i) E 31 ~l 16日午凶より 2AA--3.い程度の小 ampのもの次第にrJtt'

ii) N 振l陥大のとき 3.3R 程度の/J、振幅のもの混ず.

求 目2232長21削剥査報告，前橋測候所報より抜く



1938 東西勤

月 日 時
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第 1 表 (2) 版勤観測表

最 大 振 幅

キ振幅
同( 秒週〉期クロン)

8.3 5.8 

5.8 5.0 

7.4 6.0 

。.2 5.5 

7.4 5:7 

• .8.2 、 5~5 

13.6 6.1 

16.9 5.7 ， 

18.5 5.2 t 

26.5 5，7 

34.6 5.7 

38;8 5.6 

2L2 4~8 

44;1 .5.7 

4h2 5.庁， 

64.8 6.4 

43.1 . G.2 

50.8 6.1 

44.6 6.3 

56.5 6.4、

35.2 5.9 

463 6.4 

31.1 6.2 

24.6 6.3 

20.0 6.3 、

~6.8 6.2 

13.7 6.3 

lL2 5.4 

9.2 
〆

5.6 

5.2、 4.6 

3.1 ‘4.6 

(94 ) 

平

J 
J 

〈宇ミク振ロン幅) 

3.4 

3.6 

5.4 

4~9 

6.9 

7.4 

8.5 

13.3 

15.5 

20.6 

19.7 

23.6 

20.2 

27.2 

31.6 

45.4 

34.3 

37.弓

35.0 

36.1 

26.5 

24.1 

24.7 

15.8 

14.5 

19.3 

11.9 

7.6 

7.1 

4.5 

2.6 

均

同〈週秒〉期 I 

5.8 

5.1 
~ 

6.0 

6.0 

5.8 

6.0 

5.2 

5.5 

5.3 

5.8 

5.4 

5.3 

5.3 

5.3 

5.9、

6.1 

，6.0 

6.3 

6.3 

6.ヨ

6.2 

6.4 

6.2 

6.3 

().2 

6.3 

6.2 

5.0 

5.8 

4.8 

4.6 



3. 髄風中心位置と前橋の脈動振幅との関係を見るため今極大ざっぱに弐の

様な仮定を設け騎風中心位置と前橋の脈動振幅に闘し一つの常数を算定じよ

コ-
a) ー原告風のヱネ Jレギ ~qt ， H反動に影響を奥へるものは鵬風の中心より 100kll1 

i ー (dρ¥2
の地黙に於ける気星雲{頃度のー来y-i-i k(邸髄風の運動勢力に〉比例すると

¥dr J 

す石.寧位は (mm/100km}2である.

b) 前橋の脈動は停播性のものとし，共振幅は前橋より殿風中心までの距離

(D kin)に逆比例するとする.

c) 齢風ヱネルギーの脈動への影響の残存放果は微小で、あって無脱出来るも

のとする.

8月 31日-...9月 1日(1938)の鵬風では 8.3118 h-...24 hでは不愛とし

削の天宗国より ι5.5illm/1伽 mを得。 1m6MZ=49mm/100
dr 

dp 1...""，...，. ~"''''~ dp ;-'-.:t-...Id:.( km，同 12hで':'"= 3.0 ~Ìn/100 km，その聞の?ーは内持法に作って求めた.
dr dr 

仮定 a)の(生}を求めるには先づ髄風の中心を通れ東西南北の二線を
¥αず/

引き之と各等塁塁線との交黙の1~立と気星雲の中心よりの距離との関係国を作り.そ

の平滑曲線より各中心よりの距離に封ずる気墜傾度を求む.

10月 21 日(1938)の髄風は柊始中心策堅が 720粍であるから同日 6hの

もので決定L.-，空 =10.0白川Okmを得，之は 6h-...24hの間不愛とする
αr 

副低気犀は示度がそれ程深くたかった事とその位置があまり影響を興へたい庭

であるとL.-，考慮には入れてたい.

従って

A: 前橋に於ける脈動振幅(ウヰーへJレト東西動，宇振幅 μ〉

D: 前橋と殿風中心との距離 (K矧)

k: 前橋と殿風中心間，前橋y 騎風の中心位置等に関係する常数手

企:齢風の中心より 100kmの所に於ける筑摩傾慶 (mm/1COkm) 
αr 

とすれば仮定に依り

日出2
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資~ 1 園 前橋の脈軍振幅と前橋 置を風中心間lt'II離との潤係
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此

μr
 

との kの計算表を第 2表K，D と A との関係を第1闘に lc を地闘に記

入したのが第 2園である. 賞~ 2国 1・xliJ O~の分布

f3D前橋附近の内陸部にIJ、|一一ー l-W'

也)-

で k=lxI0以下，房総宇島

南西方の沿岸部では 4xl0

程度，同牛島南東沿岸で (5IJ 

0.$-8~ 

1+4. 

ふ

.........10)xl0程度，.騎風の中

心が銚子の正東線を北に越

へれば念に増大じ， 10x10 

を越へ途 K (15.........25) x 10 

程度に達してゐる.

上述の係数の分布に依っ

て今迄低策慶が鹿島灘に出

b干

1~. 144" 
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1938 前橋
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23 1 24.61 960 1 グ

24 120.011，060 

グ 6.6 

8.7 // 

グ 10.1 

1/ 5.9 

1/ 14.1 

グ 14.8 

1/ 26.6 

19.0 

24.4 

-1' 

1/ 

グ 22.7 

33.9 :グ

Jゲ 24.3 

1/ 36.1 

グ 27.4 

23.6 

'1/ 21.2 

れば，東京附近に於て脈動が急:激に振幅を増大すると言はれてゐた事が前橋で

や認められF 脈動が容易に登生出来る地帯がある事を物語ってゐる.叉内陸部

で k が!j、た事年依って脈動は矢張り其原因が沿岸附近の殿風域内に於ける風

速に依る或る影響ではあるまいかといふ事が想像出来る.

命以上の仮定の是非の吟味並びに海岸附近の風速波浪との関係の調査は

材料の集積を待って後報に譲る事にする.

4.最後に週期の愛化を記Lて見れば

S月 31日""-9月 1 日の鴎風では

* 中央気象蓋室戸崎風報告，昭和J10年，其他による.
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i) 東西勤地震計固有週期は 4.3秒

平均週期に就いて見れば 8月、 26日より同 '29日6時までは 3.6"-3.8秒程

度で 29日 8時は 6.0秒， ，31日 6時頃よりは概ね 4，5"'-5.2秒で 31日16時

頃より 2.9--3.1秒程度の小週期，小振幅のものが混じてゐる.

9月 I日 12時頃より小'と友り同 18時以後は 3.5秒程度とたってゐる.

向一つの群波、(例へば 5 とか 6 とかの波を有してゐる〉の中で最大振幅の

もゐは一般に中央部にあわ共週期は前後のものより幾分小，と友つてゐる.此

傾向は南北勤でも叉上下動でも同様である. 

.ii)南北勤地震計固有週期は 4.5秒

8月 29日 8時頃週期は 6秒程度， 8月 31 日 6時頃より概ね 4.6--5.2秒

である， 9月 1日 5時頃より幾介小とたり 3.I--4.4秒とたってゐる.

fhl振幅の大の時には 3.3秒程度の;J、週期小振幅のものが混じてゐる.

iii) 上下動地震計固有週期は 4.4秒

絡始 3.5-4.5秒程度である.

10月 21日の殿風では，

i) 東西勤地震計固有週期は 4.3秒

振幅の極値の波の週期も，夫等の平均の週期も大館同じ傾向を示してゐる.

10月 21日0時頃より振幅の極大に達するF 同 14時頃まで 5--6秒であった

ものが其後は 6.0--6.5秒主増し，振幅が 10ft以下に減少した. 10月 22日

6時頃より週規も減少し 5--6秒更に 5μ 程度K減少した.同 12時よりは

週明は 4--5秒と友つてゐる.
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